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緒 言

分裂病は一つの全 身性疾患であ り,病 機の

変動に よつ て,脳 血及体血 の瓦斯像に変化を

来し,脳 血に於ては,炭 酸出現 量,酸 素消失

量の増減,体 血に於 ては,予 備 アルカ リ量を

表わす炭酸吸收 曲線の 上 昇或 は 下 降,更 に

pHも 亦夫 々の変化を 表わす.こ れ等血液瓦

斯像の変化は,結 局,分 裂病者の体内に於て

進行す る物質代謝の変調に よるもの と思われ

る.

林前教授の論文に も記載 され てい る如 く,

分裂病々機 の変転 に伴つて,糖 代謝の過程に

於て現われて来 る各種酸類の消長には種 々異

つた型式が見られ る.例 えば,分 裂病急性例に

於ては,焦 性燐酸に比 し,エ ステル燐酸の増

加を見,慢 性例では,逆 に,焦 性燐酸の増加,

エステル燐酸の減少を見 る等の如 くであ る.

かゝ る代謝の変調は,一 体何所か ら来 るのだ

らうか.恐 ら くは,何 等か の酵素 ・助酵素の

缺,如 又は,其 等の協調の破綻に よつ て誘発

せ られ るのではあるまいか.殊 に,急 性期に於

て,焦 性葡萄酸の鬱 積を見 るのは,何 かその

辺の段階に障 碍が あるのではなかろ うか.此

所に於て 私は, Peters及Kinnersley,更 に

Lohmann, Schusterの,焦 性 葡 萄 酸酸 化 酵

素 としての,ビタ ミンB1に 関す る業績 を想

起せ ざるを得 ない.こ れ らの業績に於 て,私

達は,分 裂病の代謝障碍 に もビタ ミンB1が

重大な意義を持つ ことの示唆 を受け る.

以下私は分裂病者に就て脳 ビタ ミンB1を

環流 し,そ の脳血及 び動脈血に於け る血液瓦

斯像の変化の模様を症例毎に観察 して行 こう

と思 う.

Ⅰ　実 験 方 法

対照 としての,ビ タ ミンB1環 流前の,脳

血 及動脈血の採血検査 は,林 の論文に於て述

べられている ところ と全 く同 様 で あ る.次

に,ビ タ ミンB1(爾 後単にB1と のみ記す)

10mgr(或 は100mgr)を,膊 静脈 内に注入

(第一回 環 流),そ れ よ り30分 後に,前 回 と

同様の操作に よ り,再 び,内 頸静脈及び上膊

動脈 より同時採血 を行 い血 液 瓦 斯 を測 定 す

る.之 よ り約6時 間後,電 撃 療法1乃 至2回

施行直後(全 身痙攣が終 り,最 初の深呼吸 を

な した直後), B1 100mgrを,右 又は左 の頸

動脈内 に 注入(第 二回環流),翌 早朝(第 二

回環流後約17時 間後),再 び,前 回同様の操

作 に より,内 頸静脈及び上膊動脈 よ り同時採

血 して検査 に供 した.測 定 内容は,林,高 坂

の論 文に記 された もの と同様であ る.注 入し

たB1は 塩酸塩で,田 辺製薬会 社製,市 販の

ものであ り,測 定装置は従前同様,斉 藤式 ミ

クロワンスライクであ る.

Ⅱ　成 績

実験 例数は33例 であるが,従 来教室に於 て

行われている規準に従い,採 血時の状況を精

査 して,聊 かで も実験結果の採用に不安を覚

えた ものは,悉 く捨 て去 り,結 局21例,延23

回に就て,そ の血液瓦斯像 と臨床像 とを比較

考察 した.

まず,術 前瓦斯像をⅠ,第 一回環流後30分
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の瓦断像を Ⅱ,翌 早朝に於け る瓦斯像 をⅢ と

し,Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲに於け る,動 脈血(A)及 び脳

血(V)の 炭酸 ・酸素含有量 ・炭酸出現量 ・酸

素消失量及び此 の両者の比(R. Q.)・ 炭酸吸收

曲線(炭 酸分圧20mm, 40mm, 60mmに 於

け る夫 々の炭酸含有量を以て曲線 の高 さを表

はす),並 びにpHと 臨床像の関係 を 各 症 例

毎 に記載 しよう.

第1例:芳 ○泰○,♀, 24才

此 の症 例 は,癲 癇 の患 者 で,1年 前 か ら毎

早 朝 あつ た1回 のpetit malは3週 間 来全 く

無 く,服 薬 も中止 してお り,智 能,性 格等 に

何 等 の 変化 も見 られ なか つ た非 分 裂病 女性例

で あ る.本 例 は,第 一 回採 血 後,B1 100mgr

を 注 入 し た も の で あ るが,Ⅰ の 炭 酸 含 有

量(爾 後 単 に 炭 酸 量 と 記す)は,動 脈 血 で

45.1vol%,脳 血 で, 51.3vol.%,従つ て,

炭酸 出現 量 は6.2vol.%,酸 素 含有 量(爾 後

単 に 酸 素 量 と記 す)は,動 脈 血 で19.7vol.%,

脳 血 で15.2vol.%,従 つ て,酸 素 消 失 量 は

4.5vol.%と な り, R. Q.は1.4で あ る .Ⅱ に

於 て,炭 酸 量 は.動 脈 血 で45.4vol.%,脳 血

で50.8vol.%,炭 酸 出 現 量 が5.4vol.%,酸

素 量 は,動 脈 血 で18.4vol.%,脳 血 で14.2

vol.%,酸 素 消 失 量 は4.2vol.%で, R. Q.が

1.3と な つ て い る.即 ち,Ⅰ と Ⅱ の 瓦 斯 像 に

は 殆 ん ど何 等 の 変 化 も見 られ な い .Ⅲ に 於 て

は,炭 酸 量 は,動 脈 血 で46.2vol.%,脳 血 で

52.5vol.%,炭 酸 出 現 量 が6.3vol.%,酸 素

量 で は,動 脈 血 が17.8vol.%,脳 血 が12.8

vol.%,酸 素 消 失 量 は5.0vol.%, R. Q.が

1.3と な つ て お り,Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ を 通 じ て,多

少 変 つ て い る点 と い え ば,酸 素 量 で,動 脈 血

の Ⅰが19.7vol.%,Ⅱ が18.4vol.%,Ⅲ が

17.8vol.%,脳 血 で は,Ⅰ が15.2vol.%,Ⅱ

が14.2vol.%,Ⅲ が12.8vol.%と,漸 次 少 量

宛 減 少 し て い る位 で,そ の 他 の 点 で は 殆 ん ど

何 等 の 変 化 も な く,殊 に, R. Q.は Ⅰ が1.4,

Ⅱ が1.3,Ⅱ が1.3と 同 じ値 を 示 し, B1 100

mg注 入 の た め に,特 に 現 わ れ た 変 化 とい う

も の は 見 受 け ら れ な い.即 ち,脳 血 に あ つ て

は, B1注 入 に9よ つ て,特 に 炭 酸 出 現 或 は 酸

素 消 失 量 に 変 化 を 起 し,そ の 比R. Q.の 増 減

を 見 る 事 が な い.体 血 の 炭 酸 吸 收 曲 線 及 び

pHで は,Ⅱ は Ⅰに 比 しや ゝ上 昇 し, pHも

従 つ て Ⅰが7.36,Ⅱ で7.45と やゝ 上 昇 して

い る.Ⅲ は分圧20mm, 40mmの 所 では,Ⅱ

よ り僅 か に低 く,Ⅰ と同 じ位 だが.分 圧60mm

の所 で は,Ⅰ 及 Ⅱ よ り高 くなつ てい る.然 し,

之 を動脈 点 の 高 さで いえば,Ⅱ と同 じで あ る.

従 つ てpHは Ⅰ と同 じ く, 7.36と なつ てい

る.第 二 回 採血 後 の 曲線 の上 昇 は 第一 回 の曲

線 よ り上 昇 してい る.

第1表

第2例:羽 ○ ト○1,♀, 51才.

此 の例 は数 年 前 に1度 入 院 した事 が あ り,

当時 の 症状 は,両3日 の頭 痛 不眠 を訴 え る前

駆期 の後,突 如 として,劇 しい興 奮期 に入 り,

錯 乱 的饒 舌 ・幻視 ・幻 聴 ・妄 想 ・罵言 絶 叫 ・

破 衣抵 抗 を 示 した が,数 日の後,全 く夢か ら

醒 めた 如 く静 か に な り,茫 然 た る幾 日か の

後,疎 通性 を回 復,や が て 明瞭 な 寛解 に入 つ

た1例 で あつ た.此 の 度 入院 した の も全 く同

様 で,恰 も発 作 の最 中 で あつ た.そ の頃 の瓦

斯 像 が即 ち Ⅰで あ る.炭 酸 量 は,動 脈 血 が

46.1vol.%,脳 血 が49.9vol.%で,炭 酸 出現

量 が3.8vol.%,酸 素 量 は,動 脈 血 が16.8vol.

%,脳 血 が11.9vol.%,酸 素 消失 量 は4.9vol.

%, R. Q.が0.8で 正 常 値 以 下 で あ る. B1

 100mg,注 入 後 の Ⅱ で は,炭 酸 量 が,動 脈

血 で46.6vol.%,脳 血 で49.8vol.%,出 現
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量が3.2vol.%,酸 素 量 は,動 脈血 で16.0vol .

%,脳 血 で10.9vol.%,消 失 量 が5.1vol.%,

 R. Q.が0.6で あ る.Ⅰ とⅡ との相 異 は,炭

酸出現 量が0.6vol.%減 少,酸 素消 失量 に於

て0.2vol.%増 加 したゝ め, R. Q.が 既 に 正常

値 以下 の0.8か ら,更 に0.6に 縮 小 した点 で

ある.炭 酸 出 現 量の減 少 といい,酸 素 消失 量

の増 加 といゝ,従 来 の観 念 に従 えば,何 れ も

良好 な らざ る貌 で あ る.大 量 のB1を 注入 し

て も,炭 酸 出現 量の 増加 を見 ず,全 く逆 の態 度

を示 した.Ⅲ で は,炭 酸 量 は,動 脈 血 で45.0

vol.%,脳 血 で50.5vol.%,出 現 量 が5.5vol .

%で あ り,酸 素 量は,動 脈 血 が16.7vol.%,

脳血 が10.0vol.%,消 失量 が6.7vol.%で,

R. Q.が0.8で あ る.即 ち 炭 酸 出 現 量が,Ⅱ

より2.3vol.%増 加 し,酸 素消 失 量 が1.6vol.

%増 大 し, R. Q.が 再 び0.8と,Ⅰ の値 に 復

帰 して い る.大 量 のB1注 入 に よ り,特 に良

転 した所 見は 見 られず,術 前像 に復 帰 した.

炭酸吸 收 曲線 は,Ⅱ に於 て Ⅰよ り降 下 し, pH

も又7.41か ら7.34に 低 下 して い る.大 量 の

B1塩 酸 塩 が 注入 せ られ た ので あ るか ら,そ

の直後の曲線が降下す る事 も考へ られ るが,

第1例 で見 られ る如 く,正 常反応は,降 下 し

ていないので ある. R. Q.が, 0.8か ら0.6に

縮小 した事 と考え合せれば,代 謝の過程に生

成 した,酸 類の分解不充分に よる曲線 の降下

と考えられないこ ともな い.Ⅲ の曲線はⅡの

曲線位 よ りずつ と上昇 し,Ⅰ の曲線 よ り更に

高 い.こ の原因 としては注入 したB1の 影響

か ら脱 して,酸 性ヘモグロビンの減少に よる

術 前曲線の凌駕か,或 は,生 成酸類 の分解 に

よつて,多 量の炭酸を生 じたため予備 アル カ

リの増加を来 した とい うよ うなこ とが考え ら

れ る.之 等の 検査 の間, B1注 入 によつて症

状 の変化は 無かつたが, R. Q.は 増大の傾 向

を示し,曲 線の上昇を示 してい るのは,す で

に良転の萌 が動 き始 めているのか,或 はB1

に よる効果が,姿 を現わ し始めた為であ るか

も知れない.

第2表

第3例:羽 ○ ト○2,♀, 51才.

此 の症例 は,前 例 と同一 人 で,前 記 の如 き,

激 しい興 奮か ら醒 め て,既 に寛解 に入 り,退

院 間 近 に試 み た検査 で あ る.

第3表

炭 酸 量 は,動 脈 血 で45.7vol.%,脳 血 で

52.1vol.%,出 現 量 が6.4vol.%,酸 素 量 は,

動 脈 血 で15.9vol.%,脳 血 で9.1vol.%,消

失 量 が6.8vol.%で, R. Q.が0.9で あ つ た

(前 回 興 奮 期 に は0.8). B1 10mg.注 入 後 の

Ⅱ で は,炭 酸 量 が,動 脈 血 で47.0vol.%,脳

血 で54.9vol.%,出 現 量 は7.9vol.%,酸 素

量 は,動 脈 血 が16.3vol.%,脳 血 が10.6vol.

%,消 失 量 は5.7vol.%で, R. Q.は1.4と な

つ て い る.興 奮 期 ⅠのR. Q.が0.8で, B1注
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入 後 Ⅱ のR. Q.が0.6に 縮 小 した のに 比べ て,

今 回 は夫 々0.9か ら1.4に 増 大してい る こ と

は極 め て 明瞭 な 相 異で あ る.翌 朝 Ⅲの 瓦 斯 像

は,炭 酸 職が,動 脈 血で48.9vol.%,脳 血 で

50.3vol.%,出 現量 は1.4vol.%,酸 素 量は,

動脈 血 が14.8vol.%,脳 血 が13.8vol.%,

消 失量 は1.0vol.%, R. Q.が1.4で あ る.

Ⅰ,Ⅱ に比 べ て異 るのは炭 酸 出現 量が 激 減 し

1.4vol.%に な り,酸 素 消失 量は,更 に 少 く,

僅 々1.0vol.%に なつ て い る点 だが,そ れ で

も矢 張 り,酸 素 消失 量 に比 して,炭 酸 出現 量

が大 き く, R. Q.も Ⅱの1.4と 同 じであ る.悪

化 時, B1の 注 入 に よ り,減 少 した 出 現 炭 酸

量 は,寛 解 期 にあ つ ては 明瞭 に増 加 し,翌 日

もそ の呼 吸 状態 を維 持 してい る.炭 酸 吸收 曲

線 及PHで は,Ⅱ は Ⅰよ り1vol.%上 昇 し,

Ⅲは 更 は1vol.%上 昇 して い る.之 は正 常 反

応 と同 じ型式 で,興 奮時,Ⅱ が Ⅰ よ り降 下 し,

翌 日,Ⅰ と同 じ高 さに 帰つ た 様 子 とは 異 つて

い る. pHは ⅠもⅡ もⅢ も,共 に7.36の 正常

値 を維持 して変つていない.

第4例:横 ○松○1,♂, 32才.

此の症例は銀行 員で,数 年前か ら,物 事を

繰返 して しない と気がす まな くな り,入 院前

数 ケ月は,会 計收 支の決算 をす るのに何度繰

返 しても矢張 り間違 つてお りは しないか と気

にか ゝり,ど うして も先へ進めな くなつた と

い うので,治 療 を乞 うて来院 した ものである.

検査 当時は,そ の うえ尚関係念慮 を伴ってい

た.

Ⅰの 瓦 斯 像 は,炭 酸 量 が,動 脈 血 で47.0vol.

%,脳 血 で50.4vol.%,出 現 量 が3.4vol.%

でR. Q.が1.3で あ る. B1 10mg.注 木 後 の

Ⅱ は 検 査 で き な か つ た が, B1 100mg.注 入

後 翌 日 の 瓦 斯 像 Ⅲ で は,炭 酸 量 が,動 脈 血 で

45.0vol.%,脳 血 で48.5vol.%,出 現 量が

3.5vol.%,酸 素 量 は,動 脈 血 が21.6vol.%,

脳 血 が16.1vol.%,消 失 量 が5.5vol.%で,

R. Q.が0.6と な つ て い る,Ⅰ,Ⅲ を 比 較

し て,最 も 異 る 点 は,Ⅰ の 炭 酸 出 現 量 が

3.4vol.%,Ⅱ が3.5vol.%と 何 等 変 化 し て い

ない の に反 して,Ⅲ の 酸 素 消 失 量が,Ⅰ の

2 .7vol.%か ら5.5vol.%に 増 大 し, R. Q.が

Ⅰの1.3か ら0.6に 下 落 した 点 で あ る.吸 收

曲線 は,始 め か ら正 常 位 以下 で 低 いが,Ⅲ は,

後 半 部 が 更 に降 下 して い る. pHは Ⅰが7.26,

Ⅲ が7.27の 正常 値 以 下 で動 い て いな い.

第4表

第5例:横 ○ 松 ○2,♂, 33才.

第5表

第4例 と同一 患 者 で,前 回 検査 以後, 80日

の治 療 期 間を経 て,症 状 は著 し く軽快 し,顔

貌 も以前 の固 い感 じか ら,柔 和 な調 子 を取 り

戻 して お り,之 な ら今迄 の事 務 も出来 るとい

ふ 自信 を持 つ に至 つ た.此 の 時 の瓦 斯像 が Ⅰ

で あ る.炭 酸 量は,動 脈 血 で, 42.3vol.%,

脳 血 で49.4vol.%,出 現 量が7.1vol.%,酸

素 量は,動 脈 血 が19.5vol.%,脳 血 が15.0
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vol.%,消 失 量が4.5voｌ.%で, R. Q.が1.6

で あつ た. B1 100mg.注 入 後 の Ⅱ では,炭 酸

量が,動 脈 血 で41.1vol.%,脳 血 で48.8vol.

%,出 現 量 が7.6vol.%,酸 素 量 は,動 脈 血

が21.2vol.%,脳 血 が16.4vol.%,消 失 量

が4.8vol.%で, R. Q.が1.6で あ る.

ⅠとⅡの瓦 斯 像 で特 に 変化 を生 じた 様 な所

は 認 め ら れ な い. R. Q.も 又,前 回1.3か ら

0.6に 下 落 した の と比 べ て,此 の度 は,前 後

とも1.6で 少 し も落 ち て い な い.大 量のB1

注入 に も変化 を示 さな い落 着 い た貌 で あ る.

しか しなが ら吸 收 曲 線 は,術 前 の Ⅰに 於て正

常位 よ り大 分低 い,従 来 の所 見に 従 うと,極

め て慢性 で 症 状 が停 留 状 態 に あ る如 き もの に

見 られ る型 で あ る.此 の 例 の 如 く,長 年 月に

亘 る強 迫念 慮 を主体 とした症 例 に於 ては,良

好 といつ て も,尚 かゝ る低 曲線 の存 在 の 元 に

呼 吸 してい る.従 つ てpHも 低 く,正 常値 以

下 の7.29で あ る.Ⅱ の 曲線 は Ⅰよ りや ゝ上 昇

し, pHも 又7.39と い う正常 値 に 復 してい る

し,上 昇 した 曲線 も,尚 正常位 よ りは低 いが,

前 回 の Ⅲが 降下 した の に比 べ て確 か に良 い.

第6例:高 ○ ユ○,♀, 40才.

此 の 症例 は, 3ケ 月前 か ら,金 光 教 を狂 信

し始 め,家 に 神様 が来 る といつ て,家 中を 清

掃 し,祭 壇 を設け,自 分 は天 照大 神 と同様 だ,

神 のお告 が あ る等 と夜 も眠 らず,意 味 の分 ら

ぬ こ とを喋 つ て い る とい う状 態 で来 院 した.

そ の 時 の瓦 斯 像が Ⅰで あ る.炭 酸 量は.動 脈

血 で, 45.4vol.%,脳 血 で47.4vol.%,出 現

量が2.0vol.%,酸 素 量 は,動 脈血 で13.5vol.

%,脳 血 で9.7vol.%,消 失 量 が3.8vol.%で,

 R. Q.が0.6で あ る.炭 酸 出現 量 が少 く, R. Q.

が0.6で あ る点 を見 て も,脳 の呼吸 状 態 がす

こぶ る 振 は ぬ 事 が 分 る. B1 10mg.注 入 後

のⅡで は,炭 酸 量が,動 脈 血 で44.7vol.%,

脳血 で50.5vol.%,出 現 量が5.8vol.%,酸

素量 は,動 脈 血 で14.4vol.%,脳 血 で10.5

vol.%,消 失 量 が3.9vol.%で, R. Q.が1.5

で あ る.Ⅰ とⅡを 比 較 して見 て,直 ち に気 着

く著 明 な変化 は,Ⅰ の炭 酸 出 現 量 が2.0vol.

%の 少 量 で あつ た の が,Ⅱ で は, 5.8vol.%と

3倍 近 い飛 躍 を な して お り,酸 素 消 失 量は,

Ⅰと同 様 で 動 か ぬ ため, R. Q.が0.6か ら一

挙 に1.5と 大 昂 騰 を な してい る点 で あ る. B1

 100mg.注 入 後17時 間,即 ち 翌 朝 に至 つ て,

此 の患 者 は俄然 様 子 が 一 変 し,今 迄 旺 ん に あ

つ た神 の命 令 は な くな り,顔 貌 ・態度 共 に 著

明 に良 好 とな り,始 め て笑顔 で挨 拶す る程 に

なつ て いた.此 の時 の瓦 斯 像 が Ⅲで,炭 酸 量

は,動 脈 血 で41.0vol.%,脳 血 で47.0vol.%,

出 現 量 が6.0vol.%,酸 素 量 は,動 脈 血 で

14.5vol.%,脳 血 で10.7vol.%,消 失 量 が

3.8vol%で, R. Q.が1.6で あ る.Ⅱ に於 て

昂 騰 したR. Q.は,Ⅲ に於 て更 に大 き くな り,

症 状 の好 転 を よ く了解 す る事 が 出来 る.此 の

変 化 がB1注 入 に よつ て起 つ た もの で あれ ば,

選 択的 にB1に よつ て代謝 異 常 の調 整 が行 わ

れ た と考へ られ る し,そ うで なけ れば既 に改

善 の 萌 しが あ つた ものがB1に よつ て促 進 さ

れた の か も知 れ な い.何 れ に して もB1注 入

を境 に して悪化 か ら好転 へ と急 旋 回 した 興味

深 い1例 で あ り,殊 に Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲの酸 素消 失

量は, 3.8, 3.9, 3.8と 全 く変 らず,炭 酸 出

現 量が2.0, 5.8, 6.0と 順 次 増 加 した と ころ

か ら, R. Q.の 昂騰 は一 に炭 酸 出現 量 の増 大

に よ る事 が分 る.一 体 炭酸 出現 量 の増 加 が分

裂 病々 機 の 変転 と密接 な 関係 にあ る事 は,林

第6表
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前教授以来 佐 々木,三 好,高 坂の記述 もあ り,

此所で も又明 らかに此の事実が窺われ る.

炭酸吸收 曲線 の Ⅰは,正 常位 より低 く,Ⅱ

は更に1vol.%降 下 し悪化の片鱗 を見せてい

る.然 しⅢは見事に上昇 してⅡ及 Ⅰを凌駕 し

正常 位を獲得 してい る. pHは Ⅰが7.35,Ⅱ

が7.35,Ⅲ が7.38で 殆 ど取 りあげてい う事

はない.こ の ように脳血の所見はⅡではすで

に良好であ るのに,体 血ではまだ良好の域に

達 していない.Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ全般の瓦斯像 とし

ては尚良好ならざる点を残す事,症 状の改善

が完 全でないの と同 じであ るが,時 間 と共に

好転 してい る状態が瓦斯像に現われていて興

味深 い.

第7例:池 ○ 英○,♂, 32才.

此 の症 例 は濃 厚 な家族 的 遺 伝関 係 を もち,

某 私立 大 学 を 中途 退学 後10年 来,何 をす る と

もな くぶ らぶ ら して過 してい る.時 々悪 口 も

聞 え,怒 る事 が あ る とい う.慢 性停 留 に 属す

る型 で あ る,Ⅰ の瓦 斯 像 は,炭 酸 量が 動脈 血

で43.1vol.%,脳 血 で49.3vol.%,出 現 量

が6.1vol.%,酸 素量 は 動脈 血20.7vol.%,

脳 血 が14.5vol.%,消 失 量 が6.2vol.%で,

R.Q.は1.0で あ る.B1 10mgげ 注入 後 の 瓦 斯

像 は 検 査 で き なか つ たが, 100mg注 入 翌 朝

Ⅲ の瓦 斯像 は,炭 酸 冠が 動 脈血 で40.0vol.%,

脳 血が43.8vol.%,出 現 量が3.8vol.%,酸

素 量は,動 脈 血 が20.8vol.%,脳 血 が14.3vol.

%,消 失 量が6.3vol.%で, R. Q.が0.6で あ

る.Ⅰ とⅢ とを比 較 す る と,Ⅰ の酸 素 消失 量

が6.2vol.%,Ⅱ が6.3vol.%で 変 つ てい ない

に拘 らず,炭 酸 出 現 量が,Ⅰ の6.1vol%か

ら,Ⅱ の3.8vol.%に 減 少 し, R. Q.が,Ⅰ の

1.0か らⅡの0.6と 縮 小 してい る点 は悪 化 の

標 識 で あ る.吸收 曲線 で も,Ⅰ は 猛烈 に低 く

pHが7.25と い う極め て慢 性深 酷 な型 に見 ら

れ る条 件 を備 えて い る.同 様 にⅢ の 曲線 で も,

Ⅰに比 べ て 前半 は や ゝ高 い が,後 半 ではす こ

ぶ る低 くⅠよ り5vol.%も 降下 し て い る と云

うよ うに 甚 だ面 白 くな い形 で あ る. pHは 曲

線 の前 半が や ゝ高 いた め に, 7.36と 上 昇 して

い る.

第7表

第8例:　 小 ○ 百 ○,♀, 25才.

第8表

此 の症 例 は, 4ケ 月前,蛇 に 首 を咬 まれ た

とい ゝ,頭 痛 を 訴 えて いたが,数 日前 か ら,

四 肢 が弛 緩 して歩 け な い と云 い 出 した.拒 絶

的 で,拒 食 あ り,幻 聴 もあ る.此 の時 の瓦 斯

像 が Ⅰで あ る.炭 酸 量 は,動 脈 血 が45.6vol.

%,脳 血 が51.5vol.%,出 現 量 が5.9vol.%,

酸 素 量 は,動 脈 血 が17.5vol.%,脳 血 が12.1

vol.%,消 失 量 が5.4vol.%で, R. Q.が1.1

で あ る.B1 10mg.注 入 後 の Ⅱ で は,炭 酸 量

が 動 脈 血 は45.5vol.%,脳 血 が48.4vol.%,

出 現 量 が2.9vol.%,酸 素量 は,動 脈 血 が
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17.4vol.%,脳 血 が12.8vol.%,消 失 量 が

4.6vol.%で, R. Q.が0.6で あ る.Ⅰ,Ⅱ の

相 異す る点 は,炭 酸 出 現 量 で,Ⅰ が5.9vol.

%で あ つた のが,Ⅱ で は2.9vol.%と 著 明 な

減少 とR. Qが1.1か ら0.6へ の縮 小 で あ る.

吸收 曲線 の Ⅰは,か な り高 い正 常 位 を示 して

いた が,Ⅱ では 著 明 な 降下 を見 せ た.従 つ て

pHは7.44か ら7.32と な つ て い る.

第9例:中 ○ 貞 ○,♀, 31才.

此 の症例 は, 7年 前 発 病 離 婚,後 一 時 良か

つ たのか 再 婚 した が,又3年 前か ら悪 化 した

ので再 び 離 婚,そ の 後,嫌 人 的 とな つ て い

る.独 語,独 笑 も存在 す る.そ の時 の 瓦斯 像

Ⅰは,炭 酸 量が,動 脈血 で40.3vol.%,脳 血

で44.8vol.%,出 現 量が4.5vol.%,酸 素 量

は,動 脈血 で18.2vol.%,脳 血 で14.0vol.%,

消 失 量 が4.2vol.%でR. Q.は1.1で あ る.

 B1 10mg.注 入 後 の Ⅱ で は,炭 酸 量 が,動 脈

血 で40.4vol.%,脳 血 で47.3vol.%,出 現

量 が7.0vol.%,酸 素 量 は,動 脈 血 が20.1vol.

%,脳 血 が11.1vol.%,消 失 量 が9.0vol.%

で, R. Q.が0.8で あ る.Ⅱ に 於 て 変 つ た 所

は,炭 酸 出 現 量 が4.5vol.%か ら7.0vol.%に

増 加 し た が,酸 素 消 失 量 は そ れ よ り も更 に 大

き くて, 4.2vol.%か ら9.0vol.%と な り,そ

の た めR. Q.が1.1か ら0.8に 縮 小 し た 点 で

あ る.炭 酸 吸 收 曲線 の Ⅰは,分 圧60mmの 所

で,尚50vol.%以 下 で,す こぶ る 低 く, pH

も7.29と 全 く慢 性 型 の 定 型 を 呈 して い る.

 B1 10mg注 入 に よ り曲 線 は 更 に 降 下 し, pH

は7.29で 動 か な い.

第9表

第10例:亀 ○ 繁 ○,♂, 34才.

本 例 は, 11年 前発 病, 4ケ 月入 院,退 院 後

ぶ らぶ らして いた.そ の後4年 前か ら再入 院

して い る.初 め,自 分 は 天 皇 の子 で あ る とい

つ た りして いた が,此 の 頃 は俺 は 病 院 に長 く

い るか ら,も う医者 が 出 来 るな どとい う.平

常 は 蒲 団 を 被 り,口 を 尖 ら して 寝 て い る.瓦

斯 像 の Ⅰは 炭 酸 量 が,動 脈 血 で, 46.2vol.%,

脳 血 で52.3vol.%,出 現 量 が6.1vol.%,酸

素 量 は,動 脈 血 が19.7vol.%,脳 血 が15.6

vol.%,消 失 量 が4.1vol.%で, R. Q.が1.5

で あ る.

第10表

この瓦 斯 像 は,酸 素 消 失 量が やゝ 少 いだ け

で,そ の他 は 何 れ の点 で も正常 値 を有 し,慢

性 停 留型 に よ くあ る所 見 で あ る. B1 100mg.

注入 後 の Ⅱで は,炭 酸 量が動 脈 血 で43.5vol.

%,脳 血 で50.1vol.%,消 失 量が6.6vol.%

で あ る.酸 素 量は,動 脈血 で19.2vol.%,脳

血 で14.1vol.%,消 失 量 が5.1vol.%で,

 R. Q.が1.3で あ る.Ⅰ と Ⅱ を 比 較 し て,著

明 な 変 化 は な い が,たゞ 酸 素 消 失 量 が4.1vol.

%か ら, 5.1vol.%に 増 加 し たゝ め, R. Q.が,

1.5か ら1.3に 縮 小 し て い る と こ ろ が 違 つ て

い る.炭 酸 吸 收 曲 線 は,Ⅰ は 正 常 位 に あ る が,
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Ⅱは 降下 し正 常 位 を下 廻 つ て い る. pHは Ⅰ

が7.34,Ⅱ が7.36で 著 変 はな い .

第11例:山 ○ 信 ○,♂, 36才.

此 の例 は, 3ケ 月前か ら思 考 促 迫 あ り,漸

次幻 聴 や,運 動 性 興 奮 を起 し,錯 乳状 態 で入

院,約2週 間 の後,安 静 とな り,そ の後2週

間 に して 採血 検査 した のが,Ⅰ の瓦斯 像 で あ

る.炭 酸 量 は,動 脈 血 が46.4vol.%,脳 血 が

49.7vol.%,出 現 量 が3.3vol.%,酸 素 量 は,

動 脈 血 が19.4vol.%,脳 血 が17.4vol.%,消

失 量 が2.0vol.%で, R. Q.が1.7で あ る.炭

酸 出 現 量,酸 素 消 失 量 と も,正 常 値4.5～5.5

vol.%に 比 較 し て 大 変 小 さ い が, R. Q.が1.7

で あ り.症 状 が 良 好 に 向 つ て い る点 で は,林

前教 授 の 所 謂,寛 解 型 式 の うち の,血 流 速進

で低値 型 を示 す ものに 相 当 して い る. B1 10mg

注 入 後 の 瓦 斯像 Ⅱで は,炭 酸 量 が動 脈血 で は

47.6vol.%,脳 血 で は51.6vol.%,出 現 量が

4.0vol.%,酸 素 量 は 動 脈 血 が20.4vol.%,

脳血 が17.0vol.%,消 失 量が3.4で, R. Q.

が1.2で あ る.Ⅰ 及 Ⅱ の炭酸 量は 皆 殆 ど正 常

値 でR. Q.も 正常 値 以 上 を示 してお り,特 に

悪 い とい ふ 点 は見 られ ない が, 1.7か ら1.2

に縮 小 した点 は尚 良 好 とは いい 難 い.翌 朝 Ⅲ

の瓦 斯 像 で は,炭 酸 量 は動脈 血 が48.0vol.%,

脳 血 が50.6vol.%で,出 現 量 が2.6vol.%,酸

素 量は 動脈 血 で19.6vol.%,脳 血 で16.3vol.

%,消 失 量 が3.3vol.%でR. Q.が0.8で あ る.

炭 酸 量 は相 変 らず 正常値 で あ るが,炭 酸 出現

量が 減 少 し,そ の ためR. Q.が1.2か ら0.8

に縮 小 した.此 の点 矢 張 り良 好 な らざ る もの

を残 して い る よ うで あ る.事 実本 症例 は此 の

検 査 後一 旦 退院 した が,後 日程 な く再 発 し再

入 院 した ので あ る.炭 酸 吸 收 曲線 も又 Ⅱは Ⅰ

よ り低 く,Ⅲ は更 に 降 下 し正 常位 以 下 とな り

pHは Ⅰが7.37で 正常,Ⅱ が7.33で 少 し下

り,Ⅲ が7.24と 正常 値 を割 つ てい る.

第11表

第12例:小 ○ 増 ○,♂, 37才.

患 者 は2ケ 月前 自分 の管 理 して いた所 に盗

難 が あつ てか ら他 人 が 自分 を 監視 し,非 難 し

して い る様 な声 が 聞 え,他 人 は一 切 信用 出来

な くなつ た とい う.此 の時 の,瓦 斯像 Ⅰで は

炭酸 量 が,動 脈血 が46.5vol.%,脳 血 が50.5

vol.%,出 現 量が4 .0vol.%,酸 素 量 は 動脈

血 が19.5vol.%,脳 血 が14.8vol.%,消 失 量

が4.7vol.%でR. Q.が0.9で あ る.之 だ け

の 瓦 斯 像 で は 特 に 悪 い と い ふ 所 は な い. B1

 100mg注 入 後 Ⅱ の 瓦 斯 像 は,炭 酸 量 が 動 脈

血 で45.6vol.%,脳 血 で50.0vol.%,出 現 量

が4.4vol.%,酸 素 量 は 動脈 血 が19.6vol%,

脳血 が12.9vol.%,消 失 量が5.7vol.%で,

 R. Q.が0.8で あ る.瓦 斯 像 全 体 としては特

に悪 い点 は な いが,たたR . Q.が 正常値 以下

に縮 小 した点 は 良 くない .曲 線 は Ⅰ,Ⅱ とも

第12表
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正常 位 を持 つ ては い るが,Ⅱ は Ⅰに比 し相 当

降下 して い る. pHは7.43か ら7.40と な つ

たが之 は大 した 変化 で は な い.

第13例:池 ○ 万○,♂, 19才.

8ケ 月前 に悪 化 し,殆 ん ど毎 月20日 過 ぎ に

は興奮発 作 が起 り,幻 視 ・幻 聴 旺 んで 暴 行 も

す る.約2週 間程 す る と再 び静 か に な る事 が

多 い.本 検 索 もか ゝる発 作 の後 でな した もの

で あ る.Ⅰ の瓦 斯 像 は,炭 酸 量 が 動 脈 血 で

41.6vol.%,脳 血 が46.8vol.%出 現 量 が

5.2vol.%,酸 素 量 が 動 脈 血 で19.1vol.%,

脳 血 で12.6vol.%,消 失 量 が6.5vol.%で,

 R. Q.が0.8で あ る .炭 酸 量 が 少 く且R. Q.

が 正 常 値 以 下 の 点 が 明 瞭 に 悪 い. B1 10mg

注 入 後 Ⅱ の 瓦 斯 像 は,炭 酸 量 が 動 脈 血 で

40.7vol.%,脳 血 で44.5vol.%,出 現 量 が

3.8vol.%,酸 素 量 が 動 脈 血 で19.4vol.%,

脳 血 で13.8vol.%,消 失 量 が5.6vol.%,

 R. Q.が0.7で あ る.Ⅱ で は 炭 酸 出 現 量 の

減 少 に よ り, R. Q.が 更 に 縮 小 し て い る.

B1 100mg法 入 翌 朝 のⅢ は,炭 酸 量 は動 脈血

が43.9vol.%,脳 血 が47.9vol.%,出 現量 が

4.0vol.%,酸 素 量 は,動 脈血 が17.5vol.%,

脳 血 が12.8vol.%,消 失 量 が4.7vol.%で

R. Q.が0.9で あ る.Ⅲ で は炭 酸 量 が増 加 し,

R. Q.も 又 ど うや ら0.9と 上 昇 し,Ⅰ 及 Ⅱ よ

りは 良 い型 で あ る.然 し,炭 酸吸收 曲線 を見

る と,正 常 位 よ り遙か に低 い.Ⅰ か らⅡ は更

に低 くな りⅢ は 尚更 低 く, pHも Ⅰが7.27,

Ⅱが7.20,Ⅲ が7.15と 著 明 な低値 で,相 当

に悪い瓦斯像 と云 うべ きである.

第13表

第14例:西 ○ 茂 ○,♀, 28才.

第14表

2年 半 前 よ り悪 化,隣 人 が 死亡 した の を 自

分 が 殺 した の だ とい う.一 室 に閉居 し,夜 間

人 目が な くな る と起 き出 して働 く事 が あ る.

そ の後 多少 の消 長は あ つた が 著変 な く,目 下

昏 迷,拒 食 の状 態 で あ る.此 の時 の 瓦斯 像 Ⅰ

は,炭 酸 鼻 が 動 脈 血 で43.6vol.%,脳 血 で

46.6vol.%,出 現 量3.0vol.%,酸 素量 は動 脈

血 で17.4vol.%,脳 血 で13.7vol.%,消 失 量

が3.7vol.%で, R. Q.が0.8で あ る.炭 酸 量

及 び 炭 酸 出 現 量 が 相 当 に 少 く, R. Q本 も0.8

で 正 常 値 に 届 か ぬ 悪 い 形 で あ る . B1 10mg

注 入 後 Ⅱ の 像 は 炭 酸 量 が 動 脈 血 で45.7vol.%,

脳 血 が48.6vol.%,出 現 量 が2.9vol.%,酸

素 量 は 動 脈 血 が17.8vol.%,脳 血 が14.2vol.

%,消 失 量 が3.6vol.%でR. Q.が0.8で あ

る.Ⅱ は 炭酸 量 はや ゝ増 加 して い るが炭 酸 出

現 量は引続 き少 く, R. Q.も Ⅰ と変 らず 正 常

以下 で あ る.此 の例 は 翌朝 直 ち に検査 せ ず 更

にB1 100mg注 入 し,そ の翌 日Ⅲ を 検 査 し

た.炭 酸 量 は 動 脈 血 で48.3vol.%,脳 血 で

52.8vol.%,出 現 量が4.6vol.%,酸 素 量 は

動脈血 で16.2vol.%,脳 血 で12.1vol.%,消



528　 松 枝 秀

失 量 が4.1vol.%でR. Q.が1.1で あ る.Ⅲ

の瓦 斯 像 は 炭酸 量 は 正 常値 に復 し, R. Q.も

正常 値 を もつ に至 つ て確 か に良 好 な形 を して

い る.之 だ け の瓦 斯 像か らす れば 確か にⅢ の

時 の状 態 は良 好で あ つ て もよい筈 だ.然 し,

曲線 を見 る と,Ⅰ で は 正常 位 に あつ た もの が,

Ⅱで は正 常 位 以下 に 降下 し,Ⅲ は更 に低 くな

つ て お り, pHも Ⅰが7.41,Ⅱ が7.30と 低

下 して も尚正常 値 内に あつ た ものが,Ⅲ で は

7.24と 明 らか に 正常 値 以下 となつ て い る.か

ゝる曲線 の連続 低 下 は,脳 血 の持 つ 多少 の修

正能を無力なものにす る悪化 型であ る.

第15例:熊 ○千○,♀. 24才.

2年 前弟の死去以来附近にある,み の り教

精神修養所な るものに出入 し始め,一 度は30

日間の願かけを した事 もあつたが, 1年 前か

ら饒舌,空 笑が 目立ち,神 がか りの様になつ

て大声 を出 した りしていた.入 院治療 に よつ

てかゝ る状態か ら漸 く脱 して安静 とな り,顔

貌態度 も整つて来た.かゝ る折に検査 した瓦

斯像で ある.

Ⅰは炭酸量が,動 脈血で46.5vol.%,脳 血

で52.4vol.%,出 現 量 が5.9vol.%,酸 素 量

は,動 脈血 が20.8vol.%,脳 血 が14.9vol.%,

消 失量 が5.9vol.%でR. Q.が1.0で あ る.此

の瓦 斯 像 で は特 に 悪 い といふ 所 はな く,吸 收

曲線 も又 正常 位 で あ り,Ⅰ のみ の成績 で は 正

常 人 と変 らぬ型 を示 してお り,症 状 の良 好 で

あ る の も一 応 尤 で あ る. B1 10mg注 入 後 の

Ⅱに於 ては,炭 酸 量 は動 脈血 で43.8vol.%,

脳 血 で48.5vol.%,出 現 量が4.8vol.%,酸

素量 で は,動 脈血 が19.4vol.%,脳 血 が14.6

vol.%,消 失量 が4.8vol.%, R. Q.が1.0で

あ る.要 す るに炭 酸 量 の減 少 以外 には特 別 な

事 は な い.然 しそ のため 吸 收 曲線 は 尚 正常 位

を維 持 しては い る ものの 明 らか に降 下 した.

翌 日Ⅲ の瓦斯 像 で は,炭 酸 量 が 動 脈 血 で は

41.7vol.%,脳 血 で は44.9vol.%,出 現量 が

3.2vol.%,酸 素量 で は 動脈 血 が16.9vol.%,

脳 血 が14.4vol.%,消 失 量 が2.5vol.%,

 R. Q.が1.3で あ る.Ⅲ のR. Q.は 確か に飛躍

して い るが,然 し炭 酸 量 が Ⅰの正常 値 か ら遙

か に遠 い減 量 を見 せ,且 曲線 は更 に降 下 し,

遂 に 正 常 位 を 切 つ て低 下 した. pHは Ⅰが

7.41,Ⅱ が7.41,Ⅲ が7.36と 殆 ど変 りな い

が,Ⅰ の良 さはⅡ,Ⅲ に於て忽ち破れ,殊 に

曲線が正常位以下に降下 した点は,尚 安定性

を有つた良好の域に達 していない状態が よ く

窺 わ れ る.

第15表

第16例:岡 ○ 晴 ○,♂, 21才.

此 の患 者 は 中学校 卒業 後1年 半 位 は家 の手

伝 も してい たが,次 第 に身 体が 怠儀 だ といつ

て仕事 を しな くな り, 4ケ 月程 前 か らは何 も

しな くなつ た.時々 立 腹 す る こ とが あ るが,

幻聴 が あ る ら しい.瓦 斯像 Ⅰは,炭 酸 量が 動

脈血 で44.3vol.%,脳 血 で47.0vol.%,出 現

量が2.7vol.%,酸 素 量 は動脈 血 が19.4vol.

%,脳 血 が16.7vol.%,消 失量 が2.7vol.%

で, R. Q.が1.0で あ る.此 の 瓦 斯 像 は,

 R. Q.が1.0で 正 常 値 を見 せ てい るが,炭 酸

量 は 少 く,炭 酸 出 現 量 も酸 素 消 失 量 も共 に

2.7と い ふ 僅 少 量 であ る. B1 10Omg注 入後

の Ⅱで は,炭 酸 量 が動 脈血 で44.4vol.%,脳

血 で46.8vol.%,出 現 量 が2.4vol.%,酸 素

量 は動 脈血 が19.8vol.%,脳 血 が15.1vol.%,

消 失 量が4.7vol.%で, R. Q.が0.5で あ る.

Ⅱに於 て炭 酸 量及 び炭 酸 出現 量 は Ⅰと殆ん ど

変 らぬ が,酸 素 消失 量が 増 大 した ため にR. Q.
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が1.0か ら0.5と 半 分 に 縮 小 した. B1 100mg

注 入後,翌 朝 の Ⅲ で は,炭 酸 量 が 動 脈 血 で

41.3vol.%,脳 血 で43.9vol.%,出 現 量 が

2.6vol.%,酸 素 量 が動 脈血 で20 .1vol.%,

脳血 で17.5vol.%,消 失 量 が2.6vol.%で,

 R. Q.が1.0で あ る.Ⅲ で は炭 酸 出現 量 及 び

酸 素 消 失 量 共 にⅠ の値 に 戻 り, R. Q.も 亦

1.0と な つた .然 し炭 酸 量 は元 来 正常 値 以下

のⅠ 或 は Ⅱ よ り更 に3vol.%程 減 少 して い

る.吸收 曲線 で はⅠ とⅡ は殆 ん ど変 らぬか,

Ⅱが稍 々上昇 気 味 で 高 さ も正 常 位 であ り,正

常 反応 を示 して い る.Ⅲ の曲 線 は前 半 は低 く,

後 半が 上 昇 し,Ⅰ 或 はⅡ と交 叉 した形 を な し

てい る.そ のた め炭 酸 量の 減 少 に も拘わ らず,

 pHはⅠ が7.39,Ⅱ が7.41,Ⅲ が7.39と 殆

ど変つていない.即 ち曲線は Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ とも

降下を見せず,今 迄記載 して来た不良例に於

け るような降下を見せ ていない,極 め て慢性,

深酷な症状を有す るものが 次第に正常曲線 に

戻つた例は之迄に数々記載 した.し か しなが

ら此 の例の如 き曲線は前記15例 迄には見 られ

なかつた ものであ る.

第16表

第17例:勝 ○ 日○,♀. 14才.

第17表

数ケ 月程前,下 痢をした後,学 校 を休んだ

ことか ら友人に負け るといつて焦 々し,時 々

興奮 して大声を出 した りす るよ うな ことがあ

り,幻 聴 も出て きたので入院 した.一 見ひ ど

い興奮 もな く,幻 視 ・幻聴 も否 定 して い る

が,決 して良好 とい うのではない.停 留型で

あ る.瓦 斯像 Ⅰは,炭 酸量が,動 脈血 で46.8

vol.%,脳 血 で51.9vol.% ,出 現 量が5.1vol.

%,酸 素 量 が 動 脈 血 で17.6vol.%,脳 血 で

12.1vol.%,消 失 量 が5.5vol.%, R. Q.は

0.9で あ る.曲 線 を見 て も高 さは 略 々正常 位

を有 し, pHも7.37で 正常 値 だ .炭 酸 量 も普

通 量 で,此 れ だけ の 瓦斯 像 で は 正常 人値 並 で

あ る. B1 10mg注 入 後 Ⅱでは,炭 酸 量 が,動

脈 血 で43.7vol.%,脳 血 で49.3vol.%,出 現

量 が5.6vol.%,酸 素 量 は 動 脈 血 が15.6vol.

%,脳 血 が9.9vol.%,消 失 量 が6.0vol.%,

 R. Q.が0.9で あ る .要 す る に Ⅱ は 炭 酸 出 現

量,酸 素 消 失 量 と もⅠ と あ ま り変 ら ず, R. Q.

も0.9で 等 しいが,炭 酸 量 が減 少 し,正 常 値

を 割 つ てい る点 は 良 くな い.尚 此 の時 の 曲線

が Ⅰよ り遙か に降下 し,正 常 位以 下 に なつ て

い るのは 明瞭 に 悪 化 で あ る. B1 100mg注 入

翌 朝 の Ⅲで は,炭 酸 量 は動脈 血 で42.5vol.%,

脳 血 で47.0vol.%,出 現 量が4.5vol.%,酸

素 量で は,動 脈血 で16.6vol.%,脳 血 で12.6

vol.%,消 失量 が4.0vol.%で, R. Q.は1.1

で あ る.Ⅰ,Ⅱ で動 か なか つ たR. Q.は Ⅲ で

増 大 し,曲 線 も又 上昇 して正常 位 を示 して い

る.Ⅰ の炭 酸 量か らⅢ の炭酸 量 に 減少 した 事

を除 けば 良 い 変化 で あ る. pHは Ⅰが7.37,
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Ⅱが7.30,Ⅱ が7.43で 曲線 と同 様 の変 化で

あ る.

第18例:井 ○住 ○,♀, 32才.

此 の患 者は, 5～6年 前か ら,電 話 が か ゝつ

て来 る とか,身 体 に空 気 が 押寄 せ て 来 るか ら

仕 事 が 出来 な い等,時 々,女 や 男が 見 え,声

も聞 え る.寝 てい る と,聞 え ないか ら といつ

て,寝 てい る事 が 多 い.態 度は そ れ程 悪 くな

いが 古 い分 裂病 で あ る.瓦 斯像 Ⅰは,炭 酸量

が,動 脈血 で40.7vol.%,脳 血で47.6vol.%,

出現量 は6.9vol.%,酸 素 量 は,動 脈 血 で

14.4vol.%,脳 血 で8.9vol.%,消 失 量が5.5

vol.%, R. Q.が1.3で あ る.炭 酸 出現 量,酸

素 消 失 量及 びR. Q.に 於 ては著 変 は な いが,

炭 酸 量 は極 く少 く,吸 收 曲線 の高 さ も,遙 か

に,正 常位 以下 で,甚 だ 不 良 な瓦 斯像 で あ る.

B1 10mg注 入 後 の Ⅱは,炭 酸 量が,動 脈 血

で38.2vol.%,脳 血 で45.4vol.%,出 現 量が

7.2vol.%,酸 素量 が,動 脈血 で15.2vol.%,

脳血 で9.7vol.%,消 失 量 が5.5vol.%で,

 R. Q.が1.3で あ る.即 ちⅡ は,炭 酸 出 現 羅で

は Ⅰよ りや ゝ増 加 して い るが,炭 酸量 は,も

とも と少 いⅠ よ り更 に減 少 し,曲 線 は,益 々

降 下 して極 め て低 く,極 く僅 か の予 備 アル カ

リ量を持 つ に過 ぎな い. B1 100mg,注 人後,

翌朝 の Ⅲ は,炭 酸 量が,動 脈 血で41.7vol.%,

脳 血 で47.4vol.%,出 現 量が5.7vol.%,酸

素 量 は,動 脈 血で14.8vol.%,脳 血 で10.8vol.

%,消 失 量が4.0vol.%で, R. Q.は1.4で あ

る.Ⅲ の 炭 酸 量 は,略 々Ⅰ と同 量 に 帰 り,

 R. Q.は1.4と 多少 増 大 してい る.曲 線 も,

Ⅱに於 て降 下 した だけ 上 昇 し,Ⅰ と同 じ高 さ

に帰 つ て い る.Ⅲ に於 て,更 に 降下 す る型 よ

りは,安 定 して い るが,復 元 した位 置 も,尚

正 常位 に比 して あ ま りに低 す ぎ る,一 且降 下

した 曲線 が,Ⅲ に於 て上 昇 した点 は,前 例 勝

○ に 同 じで あ る.pHは,Ⅰ が7.34,Ⅱ が

7.34,Ⅱ が7.35で,殆 ん ど変 化 な く,曲 線

のす こぶ る低 い ま ゝ,少 い炭 酸 量 に よつ て平

衡 は辛 うじて保 た れ て い る よ うで あ る.

第18表

第19例:石 ○ 静 ○,♀, 41才.

第19表

此 の症 例 は,数 年 前,夫 の胸 部疾 患 に感染

した と信 じ如何 な る医学 的 証明 に も満足 せず,

 1ケ 月余,そ の事 許 り考 え て,夜 も眼 られ な

か つ た こ とが あ る とい う.今 回 も,略 々同様

な傾 向 を以 て入 院 した.当 時 の瓦 斯像 Ⅰは,

炭酸 量が,動 脈 血 で41.2vol.%,脳 血 で46.7

vol.%出 現 量が5.5vol.%,酸 素 量 は,動

脈 血 で19.9vol.%,脳 血で14.4vol.%,消 失

量 が5.5vol.%で, R. Q.は1.0で あ る.此 の

瓦 斯 像 で は,炭 酸 出現 量 及 び酸 素消 失 量は,

正常 値 で あ るが,炭 酸 量が 著 明 に寡 く,吸 收

曲線 も亦 正常 位 に届 か ぬ 低位 で あ り,良 好 と

はい え な い. B1 100mg,注 入 後 の Ⅱで は,炭
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酸 量は,動 脈血 で40.5vol.%,脳 血 で46.8vol.

%,出 現 量が6.3vol.%,酸 素 量が,動 脈 血

で19.3vol.%,脳 血 で11.9vol.%,消 失 量が

7.4vol.%でR. Q.が0.9で あ る.Ⅱ に 於け る

変 化 として は,酸 素 消 失 量が 増 加 したゝ め,

 R. Q.が や々 縮小 し, 1.0か ら辛 うじて0.9に

止つ た点 が 挙げ られ る.然 し曲線 は,低 い Ⅰ

か ら更 に 降下 して お り,明 瞭 な悪 化 で あ る.翌

早朝 の Ⅲで は,炭 酸 量 が動 脈 血 で41.7vol.%,

脳血 で48.0vol.%,出 現 量 が6.3vol.%,酸

素量 が,動 脈 血 で18.7vol%,脳 血 で13.7vol.

%,消 失 量が5.0vol.%で, R. Q.が1.3と な

つてい る.Ⅱ に比 して,炭 酸 量は やゝ 増 加 し,

酸 素 消 失 量 の 減 少 を 来 したゝ め, R. Q.が

0.9か ら1.3と 躍 進 した .そ れ に呼応 して,

曲線 も上 昇 を見 せ,Ⅰ 及 び Ⅱを凌 駕 して,略

略正常 位 を獲 得 して い る点 は,形 としては 良

い.然 し,Ⅰ,Ⅱ を 通 じ,炭 酸 量の寡 い こ と

は,何 と云 つ て も根 本 的 な 缺 陥 で, R. Q.の

多 少 の躍 進 も,此 の病 的炭 酸 量 内に於 て行 わ

れ て い るの で あ る.Ⅲ の曲線 が 上 昇 してい る

点 は 前2例 と同様 で あ る. pHの 値 は,Ⅰ が

7.36,Ⅱ が7.36で 変 らず,Ⅲ が7.43と,や

や上 昇 して い るが,曲 線 の 移動 と一 致 し特 に

変つ た点 は 見 られ な い.

第20例:山 ○ 雅○,♂, 17才.

此 の 症例 は, 4ケ 月前 か ら,頭 痛 を 訴え て

い たが,段段 興奮 し始 め,口 か ら出 まか せ を

喋 り,泣 い た り,怒 つ た り,器 物 を投 げ た り

す る.又,神 の声が 聞 え,そ の 姿 が見 え る と

い うので入 院 した もの で あ る. 3ケ 月の 治療

後 安 静,落 着 を取 り戻 した と ころで 検査 した

もので あ る.Ⅰ の瓦 斯 像 は,炭 酸 量 が,動 脈

血 で41.8vol.%,脳 血 で47.0vol.%,出 現 量

が5.2vol.%,酸 素 量 は,動 脈血 が19.3vol.

%,脳 血 が13.8vol.%,消 失量 が5.5vol.%,

 R. Q.が1.0で あ る.炭 酸 出現 量,酸 素 消失

量 は,正 常値 を持 つ て い るが,炭 酸 量が 如何

に も寡 い. B1 10mg注 入 後 の Ⅱは,炭 酸 量

が,動 脈 血 で38.3vol.%,脳 血 で43.6vol.%,

出現 量 が5.3vol.%,酸 素 量 は,動 脈 血 が

19.8vol.%,脳 血 が13.7vol.%,消 失 量 は

6.1vol.%で, R. Q.は0.9で あ る.Ⅱ の 変 化

は,酸 素 消失 量 が 多 少 増 加 したゝ め, R. Q.

が Ⅰよ り僅 か に小 さ くなつ た 外,炭 酸 量 もか

な り減 少 してい る.曲 線 Ⅰは,炭 酸 量 の寡 い

のに 拘 らず 正常 位 に あ る失 均 衡 型で あ る.Ⅱ

で もやゝ 降 下 してい るが,そ れ は炭 酸 量 の減

少 と, R. Q.の 縮 小 に 歩調 を合 せ て い る. pH

は,Ⅰ が7.42,Ⅱ が7.39で 著 変 は な い.

第20表

第21例:藤 ○ 昇 ○,♂, 28才.

此 の症 例 は, 6ケ 月前,過 労 の あ と下 痢 を

起 し,以 来 全 身が 痺 れ る とか,力 が な い とか,

計 算 力 も劣え た 等 と云 い 出 し,夜 中 ぶ らぶ ら

歩 き廻 つた り,何 か 聞 え る と云 つて,海 岸 を

裸 足 で 歩 いた りしてい た が,そ の後 無 口に な

つ て,時々 独 笑す る とい ふ状 態 で入 院, 2ケ

月の 治療 後 症状 は 消散 して 良好 な状 態 の時 検

査 した もの で あ る.Ⅰ の 瓦 斯像 は,炭 酸 量が,

動 脈 血で48.0vol.%,脳 血で51.9vol.%,出 現

量 が3.9vol.%,酸 素 量は,動 脈 血 が21.1vol.

%,脳 血 が16.6vol.%,消 失 量 が4.5vol.%

で, R. Q.は0.9で あ る.此 の瓦 斯 像 は,炭 酸

量 そ の 他す べ て に於 て 正常 値 を 有 し,曲 線 の

高 さも亦 正常 位 に あ り,不 良 の点 が 見 られ な

い. B1 100mg注 入 後 の Ⅱで は,炭 酸 量が,

動脈 血 で46.2vol.%,脳 血 で50.5vol.%,出

現 量が4.3vol.%,酸 素 量は,動 脈血 で21.2

vol.%,脳 血 で16.6vol.%,消 失量 が4.6vol.

%で, R. Q.は0.9で あ る.Ⅱ の 変 化 は,炭
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酸 出現 量 が や ゝ増 加 した とい うだけ で,曲 線

も少 し く上 昇 し,正 常 反応 を 呈 して い る.B1

100mg.注 入 後,翌 朝 の瓦 斯 像 Ⅲで は,炭 酸

量 が,動 脈 血で46.1vol.%,脳 血 で51.3vol.

%,出 現 量5.2vol.%,酸 素 量は,動 脈 血 で

19.3vol.%,脳 血 で15.2vol.%,消 失 量 が

4.1vol.%で, R. Q.は1.3で あ る.炭 酸 量 は

充 分 で あ り, R. Q.も 亦0.9か ら1.3と 飛躍

してい て悪 くな い.曲 線 も,Ⅰ か ら,上 昇 し

た Ⅱの 位 置 を動 か ず, pHも Ⅰが7.36,Ⅱ が

7.36,Ⅲ が7.35で 不 変で あ る.瓦 斯 像全 体

として,悪 化 の点 は何 処 に も無 く,良 好 正常

な経 過 を示 して い る.

第21表

第22例 河 ○ 俊○,♂, 48才.

患 者 は, 1年 半 前 か ら,不 眠 を訴 え 時 々催

眠 剤 を用 い て いた.約6ケ 月後 よ り次 第 に無

口 とな り,時 々,"し まつ た","し まつた"と

独 語 す る.何 か に恐 れ て い る風 もあ り,幻 聴

も あ る ら し い とい うの で 入 院 した.治 療1ケ

月後,態 度 整 い,幻 聴 も消 失 した.瓦 斯 像 Ⅰ

は,炭 酸 量 が,動 脈 血 で42.4vol.%,脳 血 で

48.5vol.%,出 現 量 が6.1vol.%,酸 素 量 は,

動 脈 血 が17.8vol.%,脳 血 が13.2vol.%,消

失 量 が4.6vol.%で, R. Q.は1.3で あ る.此

の 瓦 斯 像 は, R. Q.は 良 好 だ が,炭 酸 量 は か

な り 少 い.又 曲 線 も,分 圧60mmの 所 で

50vol.%で か な り低 く,決 して 良 好 な 形 で は

な い.B1 10mg.注 入 後 の Ⅱ で は,炭 酸 量 が,

動 脈 血 で43.0vol.%,脳 血 で48.2vol.%,出

現 量 が5.2vol.%,酸 素 量 が,動 脈 血 で18.3

vol.%,脳 血 で14.7vol.%,消 失 量 が3.6vol.

%で, R.Q.は1.4で あ る.Ⅱ の 瓦 斯 像 で,

特 に 変 化 した 所 は な い が,酸 素 消 失 量 が,多

少 減 少 し た ゝめ, R. Q.が1.3か ら1.4に 増 大

し,曲 線 も Ⅰに 比 し て や ゝ上 昇 して い る.従

つ てpHは,Ⅰ の7.29か ら,Ⅱ の7.32に 変

つた.炭 酸量の寡 い こと,曲 線が低位であ る

事等の根本的な歓 陥 を もちなが ら, R. Q.の

増大,曲 線の上昇等全体の経過は決 して悪 く

ない形 である.

第22表

第23例:名 ○一〇,♂, 17才.

此 の症例は, 3ケ 月前か ら,気 分が いらい

らして落着かず,段 々憂 うつにな り,注 察妄

想,関 係 妄 想 等 を生 じて入院 した もので あ

る. 1ケ 月の治療後検査 した もので,他 覚的

には一体に落着 き,顔 貌態度良好になつてい

る.此 の時 の瓦 斯 像 Ⅰは,炭 酸 量 が,動 脈血

で41.1vol.%,脳 血 で48.3vol.%,出 理 量が

7.2vol.%,酸 素 量 は,動 脈 血 が20.6vol.%,

脳血 が15.1vol.%,消 失 量が5.5vol.%で,

R. Q.は1.3で あ る.炭 酸 出 現量 多 く, R. Q.

が1.3で あ る点 は 良好 で あ るが,炭 酸 量 が正

常 値 以 下 で寡 い し,曲 線 の 高 さ も正常 位 よ り

は低 く, pHが7.29と い うの も 正 常 値 以下

で良 くな い. B1 100mg注 入 後 の Ⅱで は,炭

酸 量 が,動 脈 血 で43.3vol.%,脳 血 で49.3
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vol.%,出 現 量が6.3vol.%,酸 素 量 が ,動

脈血 で19.4vol.%,脳 血 で15.2vol.%,消 失

量が4.2vol.%で, R. Q.が1.5と なつ て居 り,

炭酸 量が 増加 し, R. Q.が, 1.3か ら1.5に 増

大 した点 で,良 い経 過 を 示 して い る.又 曲線

も正常位 以 下 で あつ た Ⅰか ら上 昇 し,正 常位

を獲 得, pHも7.29か ら, 7.39の 正 常値 に

返 つて い る点 も脳 血 の 変化 と共 に,良 好 な態

度 であ る.

第23表

Ⅲ 考 察

以上第1例 か ら第23例 に亘 り,各 症 例 に

就てその臨床状態像 と瓦斯像 に関 して観察 し

たが,そ れ等 の間には,略 々,明 確な相関が

あ る事 を知つた.之 等の関係 を もう一層理解

し易 くす るために,注 入 されたB1に 対 し略

々相似た反応を示 した症例 を集め,そ れに対

応す る臨床症状に就ての 考 察を 試 み て 見 よ

う.

第24表

まず,炭 酸出現量 と酸素消失量 との比であ

るR. Q.に 於て, B1注 入前後 とも,正 常 値

(0.9以 上)以 上を有 し,Ⅱ 及びⅢが,Ⅰ と殆

ん ど違わないか,又 は却つて増大 しているも

のを拾 つて見 ると第24表 の如 くにな る.

表の如 く,こ の範疇 に入 るものは11例 であ

り,非 分 裂病者たる芳○ も,此 の群に属 して
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い る.そ の他,第2例.羽 ○2は 寛 解,第3

例.横 ○2,第4例.熊 ○,第9例.藤 ○,

第10例.河 ○,第11例.名 ○ の6例 は何 れ

も良 好状 態 の もので あ る.第5例.勝 ○,第

6例 .井 ○,第7例.石 ○,第8例.山 ○ の

4例 は,ひ ど く悪 い ので もな いが,あ ま りす

つ き り もしな い慢性 停 留 状態 にあ る もの で あ

る.即 ち,寛 解 又 は好 転 或 は慢 性停 留 状態 に

あ るものは, B1注 入後,或 は大量のB1注 入

後 翌 日の脳 の呼吸は,正 常反応 を現わ し,具

体的 には著変がないか,或 は呼吸の亢進を起

し,酸 素消失量に比 し,多 量の炭酸出現量を

見るのである.こ れ とは全 く反 対に, B1注

入 に よつて, R. Q.の 縮 小を見 た ものは,第

25表 の如 く10例 である.

第25表

かゝ る態 度 は,正 常 反応 とは 全 く反 対 で異

常 な反応 であ る.臨 床状 態 像 もそれ に呼 応 し

て,第1例.羽 ○,第2例.横 ○,第3例.

池 ○英,第4例.小 ○百,第5例.中 ○,第

6例.亀 ○,第7例.岡 ○ の 各例 の よ うに何

れ も悪 化 状 態 に あつ た.第8例 の 小 ○増,第

9例 の 山○信,第10例 の 池○ 万 はや々 趣 きを

異 に して い る.小 ○増 は,幻 聴 は あつ たが よ

く観 察 す る と,幻 聴 に 対 して 批 判的 で あ り,

人 格 も全体 と して纏 りが あ る.そ の瓦 斯 像 も,

ⅠのR. Q.は 正常 値0.9で,Ⅱ が 正常 以 下 の

0.8と な つ て い るが,そ の差 は 極く 僅 か で,

第7例 迄 の もの に 見 られ る よ うに. 0.2以 上

の縮 小 で は な い.林 前教 授 の所 謂Amphoter

型 に 属す る もので あ ろ うか.山 ○信 は,興 奮

か ら安 静 とな り,漸 次 良 好期 に 移 ろ う とす る

所 で,此 の点,Ⅰ のR. Q.が1.7で あ るの と

相 通 うものが あ る.と ころが,Ⅱ で1.2と な

り,Ⅲ で0.8と 正常値 を割 つ て い る点 は,尚

安 定 性 に缺 け た,浮 動的 良 好 状態 た るを感 じ

させ る.第10例 池 ○ 万 は,興 奮 状態 か ら鎮 静

に移 る過渡 期 の もので,Ⅰ が正 常 以下 の0.8,

Ⅱが0.7で あ る.

之 を 要す るに, B1注 入 に よ り, R. Q.が 縮

小 す る ものは,一 般 に悪 い とい う事 が で き る

よ うで あ る.

次 にB1注 入 前,正 常値 以下 で,注 入後,

正常 値 に 帰 つ てい る もの として は第26表 に示

した2例 が あ る.

この うち,高 ○ は,特 殊 の 経過 を辿 つた も

の で, P1注 入前 迄 は 幻 聴 あ り,錯 乱状 態 で

あつた の が,大 量 のB1注 入 後,翌 日は著 明
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に良 くな り,幻 聴 は消 失 し,笑 顔 で挨 拶 す る

様 に なつた もの で, R. Q.は,Ⅰ の0.6か ら,

Ⅱで1.5,Ⅲ で1.6と 飛 躍 し て い る. R. Q.

の増 大が 症状 の好 転 に此 の如 く明瞭 に 反影 し

た も の ゝ例 は 稀 で あ る.西 ○ は, 0.8か ら

1.0に 増 大 して い るが,症 状 は良 好 な らず,

昏 迷 状態 で あつ た. R. Q.の 変 化 だ け では 了

解 し難 い1例 で あ る.

第26表

以上 を要 約す れ ば,結 局, B1注 入 に よつ

て, R. Q.の 増 大 す る もの は 良 好 で あ り,縮

小す る もの は悪 化 で あ る とい う事 に落 着 く.

さて,脳 血 に 於 け る呼 吸 の 変化 は 以 上 の如

くで あ るが,次 に,体 血 た る 呼 吸 曲 線 が,

 B1注 入 後 に於 て変 動す る型 式 を臨 床 像 との

関係 に於 て見 て み よ う.

第1回 のB1注 入 後,曲 線 が動 か ぬか,或

は上 昇 して い る もの を挙 げ る と,第27表 の如

くであ る.第1例 の非 分裂 病 者 を 含め,第2

例.羽 ○2,第4例.横 ○2,第5例.岡 ○,

第6例.藤 ○,第7例.河 ○.第8例.名 ○

の7例 は何れ も上昇を示 し,岡 ○の1例 を除

き,他 は全部良好状態である.曲 線が動かぬ

ものは,山 ○ 信,の た ゞ1例 だが,こ れは興

奮状態か ら醒めて,安 静 とな り,良 好状態に

向つているものでつた.岡 ○は,之 等 の良好

例の間にあ る唯1例 の例外で,深 酷な慢性例

であつた.即 ち,之 等8例 の うち, 7例 迄は,

寛解又は良好状態の ものであつた.

第27表

B1大 量 注 入 後,翌 口のⅢ で,曲 線 が動 か

ぬ か,或 は 上昇 してい る もりは,第28表 に示

した8例 で あ る.

第28表

第1例.芳 ○ は,非 分 裂病 で,正 常 反 応 を

代 表 して い る.そ の他 の もので は,第2例.

羽 ○1,第3例.羽 ○2,第4例.高 ○,第8

例.藤 ○ の4例 で,第2例 の羽 ○1を 除 いた

他 の3例 は良 好状 態 で あ り.第5例.勝 ○,

第6例.井 ○,第8例.石 ○ の3例 は,慢 性

停 留状 態 の もので あつ た.第2例 の 羽○1は

興 奮状 態 で これ だけ が 明瞭 に 悪 い.以 上, B1

注 入に よ り,曲 線 の 上昇 を 見 る もの は, 1～2

の 例外 を除 き,他 は 殆 ん ど良好 状 態 の もの 許

りで あ る.大 量 のB1注 入 後 も,曲 線 は 上 昇

す るのが 正常 で,こ うい う型 の 中 には 良好 状

態 の もの と,慢 性停 留 状 態 の もの が あ る.

次 にB1注 入直 後,曲 線 が 降下 す る もの を

拾 うと,第29表 の 如 く15例 とな る.こ の う

ち,第1例,羽 ○2か ら,第7例 亀○ 迄 及 び
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第10例.西 ○の計8例 は明瞭な悪 化 状 態,

第12例.勝 ○ よ り,第15例.山 ○雅迄の4

例は,慢 性停留状態,残 りの第8例.小 ○増,

第九例.池 ○万,第10例.態 ○の3例 は,絶

対の不良でな く,小 ○増は,幻 聴はあ るが,

病識 を有 し,池 ○万は興奮 よ り鎮静へ の過渡

期 であ り.熊 ○は,好 転に向つてい る.難 を

云えば,何 れ も好転ではあ るが,日 が浅 く,

不安定な感がす る点であろ うか.一 括すれば,

 15例 中12例 は,不 良状態 といつてよ く,残

りも又,安 定 した良好状態ではない.即 ち,

 B1注 入に よる曲線 の降下は 明 瞭に悪 化 の徴

であ る.

第29表

B1大 量注入 後のⅢに於 て曲 線 が降下 して

いるものは,第30表 の如 く4例 であ る,此 の

うち,第3例.西 ○のみは,明 らか に良好な

らざる状態であるが,山 ○信,熊 ○は,悪 化

よ り好転に向つ てい る良好な るものであ り,

池 ○万 は,興 奮か ら鎮 静に 入 る所 で あ る.試

み に,之 等3例 のR. Q.を,今 一 度振 返つ て

見 れ ば,山 ○ は,Ⅰ が1.7,Ⅱ が1.2,Ⅲ が

0,8と 順 次縮 小 し池 ○ は,Ⅰ が0.8,Ⅱ が0.7,

Ⅲが0.9,熊 ○ は,Ⅰ が1.0,Ⅱ が1.0,Ⅱ が1.3

と,か な り良好 な値 を示 し てお り,熊 ○ の曲

線 降 下 のみ が,症 状 とや ゝ一 致 しな い感 があ

る.脳 性 示標 に よ るR. Q.の 改 善 は,吸 收 曲

線 の改 善に 先 行 し,吸收 曲線 は,脳 性示標 よ

り根 抵的 で深 酷 で あ る事 は 高坂 のPathogno

monitat及 び悪 化 示標 の 相 互 関係 に就 ての論

文に 述 べ られ て い る.こ の場合 の3例,及 び

慢 性 停留 の勝○,井 ○,石 ○,山 ○雅 等に於

て もR. Q.は 一 応 正常 値 を 得 なが ら,曲 線 が

降下 し,或 は 低 位 に止 る所 以 は以上 の よ うな

理 由 に よ る もの で あ ろ う.最 後 に,岡 ○1例

の み ば,Ⅲ の曲線 が Ⅱの 曲線 に 比 し,前 半低

く,後 半 高 く交 叉 して い るので,之 が 降下で

あ るか,上 昇 で あ るか は 分 らな い.何 れ に し

て も症 状 は深 酷 な慢 性 型 で あ る.

第30表

以 上, R. Q.の 変化 と曲 線 の移 動 とを,別

々に検討 した が,此 の 両 老 と臨 床像 との間に

一 貫 した所 見 が 有 るか 否か を考 へ てみ よ う.

まず,第 一 回B1注 入 後(Ⅱ)のR. Q.が 術

前(Ⅰ)のR. Q.と 殆 ん ど変 らぬか,或 は却

つ て増 大 してい る もの と,Ⅱ が Ⅰよ り縮 小 し

た もの ゝ2群 に分 ち,更 に之 を,Ⅱ が正 常値

0.9以 上 に あ るか, 0.9よ り小 さ いか に よつ

て2分 し,夫 等 の症例 に 於 て,Ⅱ の 曲線 が Ⅰ

よ り上 昇 した ものに,○ 印,Ⅱ が Ⅰと同 じ も

のに,□ 印,Ⅱ が Ⅰよ り降 下 した ものに△ 印,

Ⅱ と Ⅰが交 叉 した もの に ×印 を附 してみ れば,
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第31表 に掲 げ た 如 くに な る.又 第 二 回B1注

入後,翌 朝(Ⅲ)のR. Q.が,Ⅱ のR. Q.と

大差ないか,或 は却つて増大 してい るもの と,

ⅢがⅡよ り縮小 した ものゝ2群 に分ち第31表

と同様な手続を行えば第32表 の如 くにな る.

第31表

第32表

第31表 に 於 て,Ⅱ のR. Q.が0.9以 上で Ⅱ

が Ⅰ と大 差 な いか,或 は却 つ て増大 した もの

ゝ中(A群 とす る),Ⅱ の 曲線 が 上 昇 を 見 た

ものは,芳 ○,羽 ○2,横 ○2,藤 ○,河 ○,

名○の6例 で,芳 ○は非分裂病 者であ るが,

その他の羽○2,横 ○2,藤 ○,河○,名 ○の

5例 も今迄記載 した如 く,何 れ も寛解又は良

好状態の ものであ る.A群 中由線が降下 した

ものは,高 ○,熊 ○,勝 ○,井 ○,石 ○,山

○ の6例 で,高 ○,熊 ○を除 き,他 の4例 は

何れ も慢性停留状態の もの許 りで ある.高 ○

は興奮状態にあ り,此 の翌 日著明な好転を見

せた特 異 な症 例で,曲 線 の降 下に拘 らず,

 R. Q.の 増大を見せたのは,血 液瓦斯像の通

則か ら云つ て,既 に此 の時,脳 の呼 吸状態に

改善の曙 光を見せていた もの と云える.熊 ○

は興奮 よ り安静 とな り,良 好状態にかか つて

い るもので あるが,曲 線の降下は,尚 改善の

余地あ りと考へられ る

ⅡのR. Q.が0.9以 上 で,Ⅱ が Ⅰよ り縮 小

した もの(B群)は,亀 ○,山 ○信.の2例

で あ るが,亀 ○ は慢性 停 留 で,曲 線 は降下 し,

山○信 は興 奮か ら安 静に 入 り,態 度 良 好で 曲

線 は不 動で あ る.此 の1例 の みは瓦 斯像 と症

状 とが,ぴ つた り符合 して い ない.

ⅡのR. Q.が0.9に 届 か ぬ もので,Ⅱ が Ⅰ

と殆 ど変 らぬか,或 は却 つ て大 な る もの(C

群)は,池 ○万,西 ○,小 ○増,の3例 で,

3例 と も,曲 線 は 降下 して い る.西 ○ は明 瞭

な 悪化 で あ り,池 ○万 は興 奮 の余波 尚醒 めや

らぬ状 態,小 ○ 増 は 幻聴 が あ る.曲 線 の降 下

と云 い, R. Q.が0.9以 下 といゝ,悪 化 状 態

か ら抜 け 切 つ てい な い ことを 示 す.

Ⅱ のR. Q.が0.9以 下 で,而 もⅡが Ⅰ よ り

縮 小 してい る もの(D群)は,羽 ○1,横 ○1,

池○ 英,小 ○ 百.中 ○,岡 ○ の6例 で,こ の

うち 岡○1例 を 除 き他 は 全部,曲 線 の 降下 を

見せ てい る.之 等 の症例 が明 瞭 な悪 化状 態 に

あ る事 は,今 迄に 何度 も述 べ た.岡 ○ のみ は,

曲線 の上 昇 あ るに 拘 らず,深 酷 な慢 性 例 で あ

る.

A.・B・C・D群 の うち, A群 で,曲 線 が

上 昇 して い る もの が 良好 正常 な るべ き事 は,

勿 論で あ り,そ の 他 の もの及 び, B, C, D群 は,

何 等か の缺 陥 を有 し,殊 にD群 は明 瞭 に不 良
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な もので あ る.

次 に第32表 に於 て,Ⅲ のR. Q.が0.9よ り

大 で あ り,且 ⅡのR. Q.と 殆 ど 変らぬ か 又は

却 つ て増大くしてい る もの(a群)は,芳 ○,

羽○2,高 ○,藤 ○,池 ○,西 ○,熊 ○,岡

○,勝 ○,井 ○,石 ○ の11例 で,こ の うち,

曲線 が 動か ぬか 或 は 上昇 を 見 る もの は,芳 ○,

羽○2,高 ○,藤 ○,勝 ○,井 ○,石○ の7

例 で,芳 ○ は非 分 裂 病 者,羽○2,は 寛 解,

高○ は 好 転,藤 ○ は良 好 な状 態で あ る.勝 ○,

井○,石 ○ は,前 に も述べ た 如 く,慢 性 停 留

状態 の もので,ひ ど く悪 くもな く又 す つ き り

した 良 さ もない.

曲線 が 降下 した ものは,池 ○ 万,西 ○,熊

○ の3例 で,熊 ○ の 場合,脳 の呼 吸状 態 が 全

身体 性 の吸 收 曲線 に 先 ん じて,改 善 され た も

ので あ ろ う.西 ○は 明 瞭 に悪 く,池 ○ は興 奮

の 尚腥 あ き らぬ もの で あ る.岡 ○ は 深酷 な慢

性 例 で,曲 線 は交 叉 し,降 下 か,上 昇か 不 明

で あ る.

ⅢのR. Q.が0.9よ り小 さ く,Ⅲ が Ⅱ と殆

ど変 らぬ か,又 は増 大 した もの(C群)に は,

羽○1が あ る.こ の 曲線 は上 昇 して い るが,

症 状 は興 奮状 態 で よ くな い

Ⅲ のR. Q.が0.9よ り小 さ く,Ⅲ が Ⅱ よの

縮 小 した もの(d群)は,山 ○信1例 で あ る.

これ は 曲線 も降下 し,悪 化 示標 が 揃 つ てい る

が 臨 床症 状 は それ程 悪 くな い.む しろ好 転 に

向 つ てい る もので,瓦 斯 像の みで は 了解 し難

い もので あ つ た.

以 上B1環 流 に よる血 液 瓦 斯 像 と臨 床状 態

像 の 変化 に 就 て,種々 の 方面 か ら検 討 を 加 え

て きたが,総 数23例 の 実験 例中, B1が 直 に

奏 功 した か と思わ れ る ものは,高 ○ ユ○ の1

例 だ けで あつ た し,こ れ とて も前 日の電 撃 が

よか つた の か,或 はB1と の協 力に よ る もの

か,之 を決 定 す る事 は 事実 上 不 可能 で あ る.

然 し, B1注 入 前のR. Q.が0.6で あつ た の

が,電 撃 を 施 行 しない 時 の Ⅱに於 て,炭 酸 出

現 量 が,Ⅰ の2.0vol.%か ら, 5.8vol,%に 増

加 し,た め にR. Q.が1.5に 大飛 躍 を遂 げ て

い る点 を 見 れば,恐 ら くB1の 影 響 を度 外 視

す ることはで きない.本 例では,酸 素消失量

が,Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ とも全然変らず,炭 酸出現量

の一方的な増 加を示 しなが ら,症 状が改善 さ

れている.

しか しなが ら,こ の よ うな例はたた 一例だ

けで,そ の他 の 症例では, B1注 入 と症 状改

善 とを直接結びつけ て考え られ るものは殆ん

ど無かつた.

とは云え,こ の ような直接的効果は無 くと

も,瓦 斯像 と臨床状態像 との間には失張 り密

接な関係が存 してい るようである.一 般に,

 B1注 入直後, R. Q,の 増大を見,曲 線が上昇

す るものは良 く,逆 にR. Q.の 縮小があ り,

曲線 が 降 下す る ものは確 かに悪かつた.教

室の従来か らの研究に よれば,酸 素消失量の

減少,炭 酸出現 量の増加は良好なる経過を約

束す るものであつたが,そ の原則は此の場合

も同様である.又, B1注 入 に よつて起 る曲

線 の降 下は例 外な く悪 化であ る. B1大 量注

入後,翌 日の瓦 斯像 Ⅲに於 ては一般に症状の

良否に拘 りな く引続 き,酸 素消失量に比 し,

炭酸出現量が多 く,従 つて,Ⅲ のR. Q.が Ⅱ

と殆ん ど変 らぬか,或 は却 つて増大す る.然

し,そ の中で も曲線 の方が引続 き上昇するも

のは,良 好な ものか,或 は慢性停留型に.属す

るものが多 く,逆 に好転 してい てもその程度

が不充分な ものは,曲 線が降下 してい る.

一体 ,大 量のB1塩 酸塩を注入 した り,電

撃療法を行つた りすれば,そ の直後には何れ

の場合で も曲線は降下す る.し か しなが ら,

その影響が翌 日に於 ても尚存す ると云 うのは,

兎 も角正常ではない ようで ある.実 際非分裂

病や,分 裂病の寛解,良 好例では翌 日の降下

はな く,Ⅱ よ り却つて上昇 してい るのである.

翌 日の降下が良好な らぬ所以で あろ う.第33

表に掲げた池○,西 ○,熊 ○等が属す る.

尚これ等の症例の中で,今 一つ特異な1群

をな してい るものは慢性停留状態にあるもの

である,こ れ等の ものはB1注 入 前 後 とも,

 R. Q.は 正常値を有 し,第 一回のB1注 入に依

つて も殆ん ど変化 しないに も拘 らず,曲 線の

方 は降下を示 し,第 二回B1注 入後,翌 日の
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瓦 斯 像 Ⅲで は, R. Q.は Ⅰ, Ⅱに 比 し却 つ て

増 大 し,曲 線 も亦 上 昇 してい る こ とは第34表

に示 した 通 りで あ る.

第33表

第34表

以上を通 じて, B1注 入に より,良 好 例に

於て, R. Q,の 増大を見,曲 線 の 上昇を起す

事は,大 体了解 出来 る.然 し,悪 化例に於て

は,何 故にR. Q.の 縮小を起 し,曲 線が降下

す るのであろ うか.此 の場合のB1は,呼 吸

を促進す るのではな くして,却 つて抑制 して

い る如き所見を呈 してい る.そ の原因は種 々

考えられ るであろ うが,要 す るに,現 在 の段

階では推量の域を出ない.

総 括

分裂病者に就て,ビ タ ミンB1が 脳及び身

体血の瓦斯像に及ばす影響を見 るために次の

ような実験 を行つた.実 験例 は21例 延23回

で あ る.

ビタ ミンB1 10mg(或 は100mg)を 膊 静

脈内に注入(第 一回環流),そ の30分 後に,

内頸静脈 及び上時動脈 よ り同時採血を行 う.

(Ⅱ)約6時 間後,同 一患者に電撃 を 施 行直

後 ビタ ミンB1 100mg頸 動 脈 内 注 射(第 二

回環流)し,翌 早朝内頸静 脈及び上膊 動脈 よ

り同時採血す る.(Ⅲ)

これ らの各血液 と術 前に採 つた内頸静脈及

び上膊動脈血(Ⅰ)に 就て血液瓦斯像を測 る.

実験結果は大略次の ように要約できる.

1.　 Ⅰ, Ⅱ, Ⅲの呼吸商R. Q.が 正常値を

示 し,且 Ⅱ, Ⅲ≧ Ⅰを示す ものには,分 裂病

の寛解,好 転又は慢性停留状態にあるものが

属す る.

2.　 反 対にR. Q.の 値 が Ⅱ, Ⅲ<Ⅰ とな る

ものは,全 部 で10例 あつ た が,そ の うち3例

を除 け ば,何 れ も臨 床状 態像 も悪化 していた.

3.　Ⅰ のR. Q.が 既 に 正常 値 以下 で,Ⅱ,

 Ⅲ が 正常値 に な る ものは僅 か に2例 で あつ た.

そ の1例 は 翌 日著 明 な症状 の好 転を 示 した が,

他 の1例 は依 然 た る昏 迷状 態 で あつ た.

4.　 吸收 曲線 に就 て 見 る と,Ⅱ の それ が Ⅰ

よ り上 昇す るか又 は 同位 で あ る もの8例 で あ

り, 1例 の例 外 を除 い て,臨 床状 態像 は 良好

で あ つた.

5.　 Ⅲの吸收 曲線 が Ⅱ と同位 か 上昇 してい

るもの は8例 で,そ の うち4例 は良 好, 3例

は慢 性停 留状 態, 1例 は 興奮 を 示 し ていた.

6.　 Ⅲの吸收 曲線 が Ⅰよ り下 降す る もの は

15例 で,こ の 中に は悪 化,慢 性 停 留 型 な どが

含 まれ る.

7.　 Ⅲの吸收 曲線がⅡ より下 るものは4例

で,こ の中には好転に向つている3例 があ る.

8.　 R. Q.,吸收 曲線 と臨床像 との関係 は

次のよ うであ る.

a)　 R. Q.に 就 て,Ⅰ ≦ Ⅱ>0.9を 示 す

もの ゝうち,Ⅱ の吸收 曲線が上昇す るものは

6例 で何れ も非分裂病か寛解又は良好状態の

ものであ る.

Ⅱの吸收 曲線が降下す るものは6例 であつ

たが, 1例 の興奮状態を除 き他は何れ も慢性

停留型であ る.
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b).　Ⅰ>Ⅱ>0.9を 示す ものは2例 で,

 1例 は慢性停留型で吸收曲線は低下 し他の1

例は興奮 よ り鎮静 した もので あつたが曲線 は

不動であつた.

c).　 Ⅰ≦ Ⅱ>0.9に は3例 が 属 した が,

何 れ も曲線 は 降下 を示 した.臨 床 像は 何 れ も

悪 化で あ つ た.

d) .　Ⅰ>Ⅱ<0.9に は6例 が 属 し,そ の

5例 は曲線 も降下 していた.何 れ も悪化状態

で あつ た.たた1例 のみ は 曲線 は 上昇 した が,

これ は慢性 な陳 旧例 で あつ た.
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します.尚 実験に際して絶大なる御協力を頂いた文

部教官長 田堯氏,舞 原,淸 水.長 瀬諸嬢に感謝いた

します.
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